
＜紹介受診重点医療機関とは？＞
○ 外来機能の明確化・連携を強化し、患者の流れの円滑化を図るために新たに位置付けられた医療機関の
類型。

○ 患者は、まず地域の「かかりつけ医機能を担う医療機関」を受診し、必要に応じて紹介を受けて紹介受
診重点医療機関を受診。状態が落ち着いたら逆紹介を受けて、地域に戻る受診の流れを明確化する。

○ 患者の流れがより円滑になることで、病院の外来患者の待ち時間の短縮や勤務医の外来負担の軽減、医
師働き方改革に寄与することが期待される。

＜紹介受診重点医療機関の特徴＞
○ 患者が紹介状を持参しないで紹介受診重点医療機関（一般病床200床以上に限る。）を受診した場合、
特定機能病院や地域医療支援病院と同様に、患者から「特別の料金」（初診の場合7,000円以上）を徴
収。

○ 患者が紹介受診重点医療機関（一般病床200床以上に限る。）に入院した場合、「紹介受診重点医療機
関入院診療加算」として、入院初日に限り診療報酬800点を加算。

○ 紹介受診重点医療機関において、地域の診療所等から紹介された患者の診療情報を地域の診療所等に提
供した場合、「連携強化診療情報提供料」として、診療報酬150点を加算。
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＜対応状況＞
○ 国の外来機能報告の結果及び各医療機関の意向に基づき、地域医療構想調整会議で協議を実施。
○ 協議の結果、県ホームページで９医療機関を紹介受診重点医療機関として公表。

＜今後の対応＞
○ 紹介受診重点医療機関は、医療機関の意向や基準の充足状況が前年度と変わらない場合であっても、

毎年度協議の場で議論する必要があることから、外来機能報告の結果をもとに地域医療構想調整会議
において協議予定。

構想区域 医療機関名 一般病床数 公表日 備 考

盛岡

社団医療法人啓愛会孝仁病院 126床 R5.9.1

岩手医科大学附属病院 932床 R5.9.1 特定機能病院

岩手県立中央病院 685床 R5.9.1 地域医療支援病院

盛岡赤十字病院 398床 R6.1.1 地域医療支援病院

岩手中部
岩手県立中部病院 414床 R5.9.1 地域医療支援病院

社会福祉法人恩賜財団済生会北上済生会病院 220床 R6.3.1

胆江 岩手県立胆沢病院 337床 R5.10.1 地域医療支援病院

両磐 岩手県立磐井病院 305床 R5.9.1 地域医療支援病院

宮古 岩手県立宮古病院 320床 R5.10.1 地域医療支援病院

【紹介受診重点医療機関（令和６年３月１日現在）】



参考

合致状況
重点外来/

初診
重点外来/

再診
合致状況 紹介率 逆紹介率 指定状況

1 岩手県立中部病院 ○ ○ 66.0% 32.1% ○ 87.0% 128.9% 地域医療支援病院

2
社会福祉法人恩賜財団済生会
北上済生会病院

○ × 38.1% 26.9% × 49.1% 36.4%

※1　医療資源重点活用外来基準（医療資源を重点的に活用する外来に関する基準）⇒重点外来の初診に占める割合：40％以上、再診に占める割合：25％以上

※2　基準未達の場合の活用水準（未達かつ意向がある場合は本数値を活用して協議を行う水準）⇒患者の紹介率：50％以上、逆紹介率：40％以上

（令和６年見込） 令和６年８月27日　第１回岩手中部保健医療圏地域医療連携推進会議資料より

参考

合致状況
重点外来/

初診
重点外来/

再診
合致状況 紹介率 逆紹介率 指定状況

1
社会福祉法人恩賜財団済生会
北上済生会病院

中部 ○ × 39.5% 22.4% × 48.6% 43.5%

岩手中部地域医療構想区域における紹介受診重点医療機関について

１　外来機能報告の概要（令和５年実積）

２　北上済生会病院の紹介受診重点医療機関の取組みについて    

中部

医療機関名№
紹介受診重
点医療機関
指定の意向

基準未達の場合の活用水準　※2医療資源重点活用外来基準　※1

構想区域

■医療資源重点活用外来基準達成に向け、引き続き紹介・逆紹介を促進するとともに、下記について取組みを開始している。

１　外来化学療法の実施および受入強化
　　紹介受診重点外来の患者延べ数　2,367人（令和5年度外来機能報告より）　→　2,620人（令和6年度は患者延べ数は増加傾向）
　（１）整形外科：【主たる病名】関節リウマチ　　（２）外科：【主たる病名】大腸癌、乳がん、胃がん
　　上記の診療科を中心に2025年を目処に受入件数の増加および体制の強化を図る。
　　クリニカルパスの作成および紹介促進のため医療機関あてご案内を行っている。
２　基準達成に向けた取組み
　　後方受入先として、１に記載の診療科を中心に紹介患者の受入れを行えるよう中部病院と調整を含めた計画である。
　　上記疾患の受入れに向けた体制とするため、当院の診療体制を強化し、連携を図っていく。

医療機関名№ 構想区域
紹介受診重
点医療機関
指定の意向

医療資源重点活用外来基準　※1 基準未達の場合の活用水準　※2
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